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教会学校 毎日曜日 午前 9：00 
礼拝式 毎日曜日 午前１0：30 
 （聖餐式 第一日曜日） 
夕礼拝式 毎日曜日 午後 7：00 
エステルの会 毎水曜日  午前 10：30 
聖書研究祈祷会 毎水曜日 午後  7：00 
ホームページ  http://kusanagi.church.jp/ 

≪今朝のみことば≫ 
イエスは答えて言われた、「『人はパンだけで生きるものではな
い』と書いてある」。 

ルカによる福音書 ４：４ 
 

主日礼拝式  
司 式 宮原  清治兄 

 説 教 村上  定幸師 
  奏 楽 武田  桂子姉 
  献 金 萩沢  精二兄 
前  奏  奏楽者 
招  詞   詩篇 ６６：１６～２０  司式者 
讃  詠   新聖歌  60  一 同 
主の祈り   新聖歌 p.826  一 同 
交  読   交読文  12（新聖歌p.838）  一 同 
祈  祷  司式者 
牧会祈祷  牧 師 
使徒信条   新聖歌 p.826  一 同 
讃  美   新聖歌 248  一 同 
聖  書   『ルカによる福音書』９：１８～３７ 

  p.101  司式者 
説  教   「人生の価値のために」  牧 師 
献  金   新聖歌  55  一 同 
感謝祈祷   
頌  栄   新聖歌  63  一 同 
祝  祷 
後  奏  奏楽者 
 
報  告（祈りの課題）  司式者 
礼拝祈祷会  

受付・案内 大石   操兄 
 
  ＜礼拝の後、丸山友緒兄記念会を行ないます＞ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２００７年３月１１日 礼拝後（午前１１時３０分より） 

丸山友緒兄 記念会 

          召天三十周年 

 
 司 式 村上 定幸牧師 
  奏 楽 武田 桂子姉 
  祈 祷 宮原 清治兄 
 
前 奏 武田 桂子姉 
讃 美 新聖歌 231 一    同 
祈 り 村上 定幸師 
聖 書 『ルカに寄る福音書』９：２３～２７ 
説 教 「守られた人生」 村上 定幸師 
讃 美 新聖歌 518 一    同 
友緒兄の思い出 桑山 一夫兄 
祈 り 宮原 清治兄 
頌 栄 新聖歌 63 一    同 
終 祷 村上 定幸師 
後 奏 武田 桂子姉 
挨 拶 丸山 勝江姉 

・・・ 
墓前に向かいます 

       新約聖書 

           ルカによる福音書 ９章２３節~２７節 

9:23 それから、みんなの者に言われた、「だれでもわたしにつ

いてきたいと思うなら、自分を捨て、日々自分の十字架

を負うて、わたしに従ってきなさい。 

9:24 自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのため

に自分の命を失う者は、それを救うであろう。 

9:25 人が全世界をもうけても、自分自身を失いまたは損した

ら、なんの得になろうか。 

9:26 わたしとわたしの言葉とを恥じる者に対しては、人の子

もまた、自分の栄光と、父と聖なる御使との栄光のうち

に現れて来るとき、その者を恥じるであろう。 

9:27 よく聞いておくがよい、神の国を見るまでは、死を味わ

わない者が、ここに立っている者の中にいる」。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸山友緒兄の道 
大正７年１月２４日：静岡県富士郡今泉村７２番地に丸山友 

保、いく夫妻の二男として誕生 
昭和５年３月：小学校卒業 
昭和１０年４月：旧制静岡県立庵原中学校（現清水東高校）卒 

業と、と同時に日本国鉄沼津駅勤務。その間、日本国鉄道 
電信教習所（東京）入所。卒業後沼津駅復職、電信課勤務 

昭和１４年１月：靜岡連隊入学、甲種幹部候補生試験合格 
昭和１８年：陸軍中尉にて除隊と同時に、三菱発動機名古屋に 

勤務、靜岡発動機に青年学校を設立するための準備に努 
力、靜岡発動機に青年学校を設立、教官となる 

昭和１９年１月１０日：丸山勝江と結婚、三菱青年学校小鹿寮 
居住、寮長を兼務 

昭和２０年８月１５日：終戦のため退職、庵原郡富士川町中之 
郷若月組職員となるも意伴わず退職 

昭和２１年１０月：現住所清水市梅が岡 2-34（前清水市下清 
水 270 番地）とする 

昭和２２年：花の販売を始め、初めて藤浪隆兄、藤浪はな姉と 
あい信仰に導かれる 

昭和２６年：若林光義兄のお世話により清水運送（株）入社 
昭和４９年１２月２２日：小島光雄牧師より受洗 
昭和５１年３月：清水運送（株）定年退職、まもなく大東京火 

災代理店の資格取得後、草薙堀石材店に勤務 
昭和５２年３月２４日：午後２時２４分召天（59 才） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日の集会 
★ 教会学校礼拝、司式：村上師、説教：武田姉 
★ 礼拝に続いて、「丸山友緒兄召天 30 周年の記念会」を行います。

信仰者の生涯を記念しましょう。 
★ 夕礼拝、聖書『イザヤ書』６３：７～１４ 

今週の集会 
★ 清水朝祷会（火曜日 7：00～）日本福音ルーテル清水教会 
★ エステルの会：村上師 
★ 聖書研究祈祷会、説教：大石兄 
★ 会堂美化：村上師、堀場兄（お花） 
 

次聖日(３月１８日)の予定と当番 
★ 主日礼拝式 （受難節第四主日） 成人部会 
 司式：桑山姉 

説教：村上師   奏楽：竹田姉 
受付・案内：青木兄  献金：青木姉 
聖書：『ルカによる福音書』９：２８～３６ 
説教：「天国のありさま」 
讃美：讃美歌 310（新聖歌１９０）、讃美歌492、 

讃美歌 536 
教会学校、司式：村上師、堀場兄 
夕礼拝：聖書『コリント人への第二の手紙』 

３：４～１８ 
その他の報告・祈祷課題 

★ 来週はＣＳに集っている英和女学院２年生の竹田優凛さん
が、礼拝奏楽の奉仕をしてくださいます。讃美には讃美歌
を使うことになりますが、この若い姉妹の奉仕を、ともに
喜びましょう。 

★ 4 月 27 日に、教団女性部の総会が大阪で行なわれます。教
職、教職夫人、チャイルドケア、信徒会、海外宣教などの
沢山の教団･教区の働きとともに、覚えてお祈りください。
詳しくは後日報告します。 

★ 3 月 21 日、ＣＳでは「卒業進級お祝いつどい」をもちます。
声をかけて誘いましょう。集合は10 時に教会集合です。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪今朝の聖書から≫ルカによる福音書 ９：２３～２７ 
わたし達は、十字架について良く知っています。神の独り子で
あったイエス様が、しかも何一つ罪を犯すことをされなかった
この方が、私たち全てが犯した罪の代償として、贖いのために
十字架に張り付けにされたという出来事です。ヨハネの第一の
手紙 4:7 では“愛する者たちよ。わたしたちは互に愛し合おう
ではないか。愛は、神から出たものなのである。すべて愛する
者は、神から生れた者であって、神を知っている。”と、人々
が互いに愛し合わなければならないことを勧めています。また
この手紙は“愛さない者は、神を知らない。神は愛である。”
とつづけています。すなわち、神様とは何かという答えが愛だ、
と言っているのです。これらのことは真実なのです。神様の、
誰も経験したことのないほどの愛を、十字架は物語っているの
です。私たちはとかく“愛するということはわたしだって知っ
ているし行なっている、家族を大切にし、友人を大切にもして
いる”と自信を持っていうことの多いものなのです。しかしま
たこの“愛”が、身近な人に対するものであればあるほど、大
きな傷を残す結果に終っていることも知っています。親子喧
嘩、兄弟喧嘩、不安と恐怖、その他、限りがないでしょう。“愛
する”と自信を持っている人は何と答えるでしょう。“私にか
ぎってはそのようなことをしない”、“自信があるし、家族を守
っている”と答えるでしょうか。しかし数々の不幸を経験する
とき、神を見失い教会と聖書から離れて行くのです。神様がわ
からなくなるのです。ここに十字架があるのではないのでしょ
うか。“自分の十字架を背負って、イエス様に従いなさい”と
おっしゃっているのもそのためです。父や母に対する愛も、自
力では解決できない問題に出会ったとき、イエス様に信頼しな
ければ解決できない、愛という力を与えられるのです。今朝の
９：２４に“自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたし
のために自分の命を失う者は、それを救うであろう。”とあり
ます。これは真実です。私たちは自身の救いのための力を、自
身に求めるのではなく、イエス様からいただくのです。私たち
に、“背負いなさい”と言われた十字架を背負ってくださった
のも、実はイエス様なのです。“自分の救の達成に努めなさい。
（ピリピ２：１２）”、いう御声に応えるのが教会なのです。 


